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［ワ ークシー ト⑧］ 第2段階ワ ークシー ト：ルーブリックのチェックリスト

※すべての項目を埋める必要はありません。
※太字の項目はとくに重要なものです。

観点1 :そのルー ブリックは ， 評価の規準・基準としてよいものとなっていますか？

ルー プリックで評価するものは， 個別の知識・技能を点検するチェックリストでは評
口はい □いいえ

価できない ものですか？ それぞれ区別して用いていますか？

「合格」レベルの子どもは， たしかに「理解」をしているといえますか？ また， 「不
口はい □いいえ

十分」レベルの子どもは， まだ「理解」に至っていないといえますか？

ルー プリックは，（レポ ー トの文字数や字のT寧さなど）見えやすい特徴では
口はい □いいえ

なく， パ フォ ー マンスの核心となる特徴を評価するものとなっていますか？

ル ー プリックの記述語は， （「かなり」「よく」「あまり」 のような）単純な比

較の言葉ではなく，パ フォ ー マンスの質をとらえる言葉でつくられていますか？
口はい □いいえ

ル ー ブリックの一つの観点のなかに， 異なる観点が混ざらないようにつくら

れていますか？また， 必要な場合には観点を分け ， 観点別ル ー プリックにし 口はい □いいえ

ていますか？

ル ー プリックは， 実際の子どもの作品例をふまえてつくられていますか？子

どもたちの学習の実態をふまえてつくられていますか？
口はい □いいえ

ル ー プリックの記述語を具体的に把握するために ． （いくつかのレベルに）各

レベルを代表する子どもの作品（アンカ ー作品）を添えていますか？
口はい □いいえ

観点2:そのルー ブリックは ． 指導に活かすことのできるものですか？

どのパフォ ー マンス課題に対してル ー プリックを使うか決めていますか ？

ル ー プリックを用いる対象（子どもの作品や実演）を決めていますか ？
口はい □いいえ

ル ー プリックに示されている記述語の意味（観点と レベル ， 規準と基準）は ，

採点をする教師の間で十分に共有されていますか ？
口はい □いいえ

ル ー プリックの中身は ， 子どもたちと共有できるものですか？子どもたちに

とって難しい場合． 共有する工夫がなされていますか？
口はい □いいえ

子どもたちは， ル ー ブリックを使っ て自分自身のパ フォ ー マンスを改善する
口はい □いいえ

ことができますか？

ル ー ブリックを使って採点をしたときに， どのような情報が得られるのか，

その情報を次の指導にどう活かすのかについての見通しが立っていますか？
口はい □いいえ

* Wiggins. G.. Educative Assessment: Designing Assessments to Inform and Improve Student Performance. Jossey-Bass. 
1998. pp.184-185, McTighe. J. & Wiggins. G.. Understanding by Design: Professional Development Workbook, ASCD. 
2004. p. 207などを参照しつつ． 徳島祐禰作成。奥村好美・西岡加名恵編著「「逆向き設計」実践ガイトプック」日本標準．

2020年． 巻末資料＠）。
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【ワークシート⑦】 ルー ブリックづくり用テンプレー ト

教科・科目． 学年： 名前：

単元・課題：

レベル 作品ナンバー

記述語

5 

素晴ら
しい

4 

良い

3 

合格

2 

もう少し

1 

かなり
改善を

要する

＊西岡）Jl1名恵作成。奥村好美 ・ 西岡）J0名恵編若「「逆向き設計」実践ガイドプソクj日本椋準2020年 ． 巻未汽料⑦。
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奥村好美・西岡加名恵編著『「逆向き設計」実践ガイドブック』日本標準、2020年より
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年長 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３

１　☆見通す力 【☆見】

　自分や集団にとっての課題や問
題を発見し、その解決方法を見いだ
す問題発見力。情報を適切に活用
する力。目標の達成に向かって解
決の道筋を見通し計画する力。

２　☆多面的・多角的
       に考える力

【☆多】

　根拠を明確にしながら様々な見方
や考え方で検討する力。批判的思
考力。考えや解釈の妥当性を考え
る力。予測し判断する力。

３　☆提案・発信する力 【☆提】

　地域への愛着を持ち、よりよい社
会づくりに向けた取組を提案する
力。解決策や考えたことについて効
果的な発信方法を考える力。新しい
視点や価値観を生み出す力。

４　★好奇心・探究心 【★好】

　身の回りや地域の事象に興味関
心を持つ態度。もっと知りたいと思う
心。知りたいことや解決したいことを
みつけようとする姿勢。

５　★困難を解決
        しようとする心

【★解】

　失敗してもあきらめずに挑戦しよう
とする心。集団の仲間とともに困難
な場面に直結しても粘り強く取り組
み、最後までやり遂げようとする姿
勢。

１　☆伝え合う力 【☆伝】

　調べたことや自分の考えを伝える
力。視覚的に伝え方を工夫する力。
気持ちや感じたことなどを伝える
力。双方向的に伝え合う力。

２　☆協働する力 【☆協】
　目標達成に向かって、他者と協力
して活動できる力。議論し合ったり、
集団活動を統制したりする力。

３　★他者受容 【★受】
　多様な他者の考えや価値観、立
場を受け入れる態度。相手を尊重し
たり敬意を抱いたりする心。

１　☆感じ取る力 【☆感】

　自己の現在の姿を見つめる力。考
えや発想、思いを自分自身で捉え
たり、捉え直したりして、これからの
自分の学びや活動をよりよいものに
調整しようとする力。

２　☆創出する力 【☆創】

　出会う「ひと・もの・こと」に触れて
面白さや楽しさ、よさを感じ、自分な
りに表現する力。新しい表現の仕方
を生み出したりする力。

３　★自己肯定感 【★肯】

　学びの過程や活動を省察したり、
最後までやり遂げた達成感を味
わったりしながら自分のよさを捉え
る心。自分の可能性を前向きに受
け止め、より高いもの・よりよいもの
を目指して取り組もうとする態度。

各ステージにおける社会的実践力の系統表

☆ 汎用的スキル ★態度・意欲・学びの価値

第１ステージ 第２ステージ 第3ステージ 第４ステージ
資質・能力の分類

身近な「ひと・もの・こと」について思いや願いを持ち、
その実現に向けて、目標を自ら設定して計画を立て
たり、手順を考えたりしながら、取り組むことができ
る。

身近な「ひと・もの・こと」に関わり、
自分にとって価値のある見出した
課題について、解決の計画を立て
て取り組むことができる。

周囲の「ひと・もの・こと」と関わりながら、楽しかった
ことや感じたことを絵や言葉などで表すことができる。

捉えた町のよさがよりよく伝わるよ
うに、様々な方法のまとめ方を学
び、発信方法を広げることができ
る。

よりよい社会づくりに向けた取組について、相手に応
じた表現や提案の仕方、発信方法を選択・決定し、取
り組むことができる。

具体的な遊びや活動体験を通して、心と体を一体的
に動かしながらあれこれと思いを巡らして活動に取り
組み、自分なりにその価値を意味付けたり価値付け
たりすることができる。

持続可能な社会づくりの視点から、これからの住田町にとって必要な事柄や対策につい
て具体的に提案し、自分たちの発信後の効果を想定しながらよりよい発信方法を工夫し
て、地域から広がりのある発信をすることができる。

第５ステージ

自分が見出した課題に対して根拠のある予想や仮説
をもちながら、解決方法を考えたり、自分の考えを絶
えず見直し検討したりすることができる。

これからの地域の在り方に願いを持ちながら、抱えている複雑な問題に対して、様々な情
報から因果関係を見通し、地域の人々や仲間とともに解決に向けての方向性や取組を検
討し、判断することができる。

課題を解決するために、共通点や差異点を基に比較したり、根拠をもって関係付けたり、
条件付けたり、多面的に調べたりしながら、妥当性のあるよりよい考えを見出すことができ
る。

課題を解決するために、調べた情報や考えなどを関係性や特徴などについて分析して解
釈し、より妥当な考えを作り出すことができる。

周囲の「ひと・もの・こと」に関して自分が見出した課
題について、主体的に学習活動を展開し、自分なりに
納得できる答えを探し求めていこうとしている。

唯一の正解が得られない具体的な
問題や未知の課題についても、目
的意識を明確にして自立的により
よく問題を解決しようとする。

興味・関心のあることだけでなく、自分のやるべきことをしっかりと行い、やり遂げた喜びを
味わう経験を積み重ね、自分にとって難しいと思うことでも最後までやり遂げようとする。

困難な場面に直面しても、共通の目的に向かって仲
間と共に粘り強く取り組み、失敗してもその経験を生
かしながら最後までやり抜こうとする。

目標の実現には困難や失敗の体験を乗り越えること
が大切であることや、思い通りの結果にならなくとも
挑戦し続けることの大切に気付き、着実にやり遂げよ
うとする。

目標の実現には困難や失敗の体験を
乗り越えることが大切であることや、思
い通りの結果にならなくとも挑戦し続け
ることが日々の生活を充実させていくこ
とにつながることに気付き、社会の発
展を支えていこうとする。

自分を取り巻く「ひと・もの・こと」に自発的な関心を向け、それを自分自身にとって意味の
あるものと感じ取り、積極的に関わろうとしている。

周囲の「ひと・もの・こと」に自発的な関心を向け、そ
れを自分自身とのかかわりで意味付けをしながら、自
分で取り組むべき課題を見出そうとしている。

自己の思いや意見を適切に伝え、
他者の意志等を的確に理解するこ
とができる。様々な立場を理解し、
異年齢の人や異性等、多様な他者
と場に応じたコミュニケーションを図
ることができる。

友達や身近な人々と楽しく活動する中で、共通の願
いや目的を見い出して、工夫したり協力したり、問題
を解決しようとしたりすることができる。

共に活動する仲間等と、互いの思
いや願い、考えを交流しながら、力
を合わせて取り組むことができる。

共通の目標に向かって、仲間や関わる人々の中で、
自分の立場や果たすべき役割を果たしながら、様々
な活動に積極的に活動することができる。

様々な集団での活動において、活動する意義や目標
を捉え、互いに協力し励まし合う関係を築き、その中
での自分の役割や責任を自覚し集団の一員として活
動することができる。

様々な集団での活動において、集
団の一員として、よりよい活動や生
活に寄与できるような自分自身の
在り方を振り返り、所属感を高めな
がら取り組むことができる。

地域の出来事や自分の生活等について、身近な
人々と思いや考えを伝え合い、関わることが楽しさが
分かり、進んで交流することができる。

丁寧に理由付けしたり、事例をあげ
たりしながら、自分の考えを伝える
ことができるとともに、話し手の伝
えたいことや自分の聞きたいことの
中心を捉えて聞き、考えを伝え合う
ことができる。

資料を活用するなどして自分の考えが伝わるように
表現を工夫したり、互いの立場や意図を明確にしな
がら伝え合い、考えを広げたりまとめたりすることがで
きる。

自分の考えが伝わるように、場の状況を判断しながら
言葉を選ぶなどの適切な働きかけを行ったり、様々な
立場や考え方を尊重しながら他者の考えを受け止め
て相互理解を深めることができる。

自己の思いや意見を適切に伝え、
他者の主張を的確に理解し、自分
自身を高めながら他者と共に生き
ることの意味を捉えている。

関わる「ひと・もの・こと」と自己を結び付けながら問い
直したり、自分の生活とのつながりを見出したりして
自らの生活を豊かにしようとすることができる。

課題の解決に向けた取組の進捗
状況を振り返り、自分の現状を認
識してこれからの学びや活動に必
要なことを捉えることができる。

課題の解決に向けた取組の進捗状況を振り返り、目
的を捉え直したり自分の考えの妥当性を検討したりし
て、自分にとってよりよい達成を目指すことができる。

様々な観点から課題の解決や目標の実現状況を捉
え、物事の本質を見極めながら、よりよい自己実現に
向けて探究することができる。

様々な観点から課題の解決や目標
の実現状況を捉え、物事の本質を
見極めながら、よりよい自己実現
や生き方を志向し探究することがで
きる。

身近な人々と一緒に活動する経験を積み重ねること
により、相手にも思いや考えがあることに気付き、仲
良く活動することの楽しさや助け合うことの大切さを
感じ取っている。

地域の人々や仲間の思いや願い、
考えを大切に受け止め、自分の異
なる意見や考えについて、その背
景にあるものを考えながら大切に
捉えている。

地域の人々や仲間の思いや願い、考えを共感的に受
け止め、いろいろな見方や考え方があることを理解
し、広い心で異なる意見や立場を尊重しようとしてい
る。

関わる人々について様々な個性や立場を尊重し、広
い視野に立ってものの見方や考え方があることを理
解し、よりよいものを求めようとする。

目的や条件等を踏まえて、感じたことや考えたことを
もとに自分の感性や創造性を発揮しながら、発想した
り構想したりして、自発的に創意工夫して表すことが
できる。

感じたことや考えたことをもとに、新たな発想やイメー
ジを広げたり生み出したりするなど構想を練り上げ
て、創造的に表すことができる。

目的や意図に応じて自分の考えを
表現する方法を創意工夫し、豊か
な感性を育みながら創造的に表現
することができる。

自分でできるようになったことや生活の中での自分の
役割が増えたことを喜び、前向きに過ごそうとする気
持ちを持っている。

自分のことは自分で行い、よく考え
判断して行動し、自分のよさや可能
性に気付き、よい所を伸ばそうとす
る。

目標を持ち、自分のよさや持ち味を発揮しながら、そ
の実現に向かって努力し、自分にとって学ぶことの意
味や価値を見出し、自分の生き方につなげて考えよう
とする。

自分を見つめ、より高い目標に向かって着実にやり
ぬく強い意志を持って取り組み、学習の成果から達
成感や自信を持ち、自分のよさや可能性に気付き、
自分の人生や将来、職業を考えていこうとする。

これまでの学習を通して自分に身
に付いた力を客観的に見つめ、自
信を深めるとともに、将来の人生設
計に生かしていくために必要な進
路選択を主体的に自己決定しよう
とする。

自分の感性や気持ちを表すことを楽しんだり、表現を
通して対象との関係を作り上げて楽しんだりすること
ができる。

感じたことや考えたことをもとに、自
分の感性や創造性を発揮しなが
ら、発想したり創意工夫したりする
ことを楽しむことができる。

身近な「ひと・もの・こと」との関わりを通して、自分た
ちの住んでいる場所のよさとして受け止めることがで
きる。

地域の人々の暮らし、生活の知恵
や伝統など、住田固有のよさにつ
いて理解を深め、それらを大切にし
地域に積極的に関わることができ
る。

住田の歴史、文化、産業、先人などに関する住田なら
ではのよさや文化遺産を通して受け継がれているも
のを捉え、自己の生き方のかかわりで考え続け、更
に発展させていこうと取り組むことができる。

地域の発展に貢献した先人の業績や、経済や産業な
どの現状を踏まえ、住田固有のよさを継承したり、現
在住田町が抱えている課題について、よりよい解決
を目指したりするなど、積極的に地域の一員として生
きる自分を自覚しながら取り組むことができる。

地域の「ひと・もの・こと」とつながりな
がら、これからの町づくりについて考え
を深め、住田で学び、暮らしていること
に誇りをもち、地域社会の一員として住
田町の発展に寄与することの大切さを
捉え、取り組むことができる。

　自分たちの地域の歴史や文化、現状や抱えている課題、活用資
源を理解し、ふるさとに愛着をもちながら町の発展・創造に関わる自
分の役割等を捉える。

A～Ｄに関する各資質・能力とその定義

Ａ　地域理解

Ｂ　社会参画に
　　関する資質・
　　能力

　自分自身の置かれて
いる状況や考え、感じ
ていることなどを認識
し、それに応じてよりよ
い方向に調整しながら
学びや活動を推進する
ことに関わる資質・能
力。

Ｃ　人間関係形成
　　に関する資質・
　　能力

　学びを深めたり、目標
の達成を行ったりする
ために、他者と協力す
ることに関する資質・能
力

Ｄ　自律的活動に
　　関する資質・
　　能力

　「ひと・もの・こと」等の
地域の実情を理解し、
身の回りにある課題や
問題を捉え、これから
の地域の在り方や、より
よい社会づくりについ
て提案・発信することに
関する資質・能力

【表３－３】 

長期的ルーブリックの例
（住田町教育委員会（2019）『学習指導要領解説　地域創造学編』p.24）


